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	2021年3月16日にシンポジウムを開催予定。これをもって、今年度の大きな目標は達成し得たと評価できる。しかし、今年度は委員会の正式開催には至らず（目標であったシンポジウムの開催が、昨年度の企画を延期開催するものだったので、内容に対する意見交換の必要も無く、委員会の開催を要しなかった）、なお一層の闊達な議論はできていない。

